
教科書を深く読み取ることで「問い」が生まれる

ICT活用先進校では、主体的な1人1台端末の活用とともに教科書をしっかりと活用する様子が見られます。

リーディングDXスクールのWebサイトでは全国の指定校の実践動画が視聴でき、特に次の3校の動画では、

自ら教科書を深く読み取りながら学ぶ姿が目に留まります。

●吉田町立住吉小学校（静岡県）

『ICTを活用して行う「1人でも学び続けられる力」を

育成するための授業改善』

●春日井市立藤山台小学校（愛知県）

『子供たちが自ら学ぶことのできる授業』

●沖縄市立諸見小学校（沖縄県）

『自立した学習者を目指す授業』

右上の写真は、沖縄市立諸見小学校の動画の一部ですが、10月に「NEXT GIGA」をテーマに岡山で開催さ

れた「教育セミナーinおかやま」で登壇された、文部科学省 武藤久慶教育課程課長、川口貴大情報教育

振興室長補佐ともに、同校の「教科書の読み取り方」の指導を取り上げ、「自立した学習者」の育成に向

けて大変重要な要素であると示されました。
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児童生徒が教科書を深く読み取って学んだ足跡は、児童生徒同士で「他者参照」を行うことができると

一層効果的な学びにつながるのではないでしょうか。各々の学び方や見方・考え方を学ぶため、教科書を

カメラで撮影してクラウドで共有し、「みんなの学び方の上手なところ」等を探す活動が考えられます。

例えば、小学校高学年くらいになると、クラス35人分を共有しても全て参照することは可能でしょう。ま

た、授業内で時間が確保できない場合は、端末を持ち帰って家庭学習で行うこともできるでしょう。

そして、見つけた工夫や今後取り入れたい視点などについて、Classroom、スプレッドシート等でコメン

トし合うと新たに「相互啓発」が生まれてくるはずです。教師がそれらを大いに賞賛し価値付けることに

よって、児童生徒は更に「自立した学習者」として成長していくのではないでしょうか。

笠岡市立笠岡小学校６年

笠岡市立笠岡小学校の第2回公開授業では、6年生が右のように、

教科書の重要な記述にアンダーライン引いたり、図と本文を線で

結んだり、気付きを書き込んだリしながら学んでいました。ある

児童は「下級武士たちによる幕府をたおして天皇中心の国家をつ

くろうとする運動」と記述されているところに『なぜ武士が天皇

中心？』と記述していました。社会的な見方・考え方を働かせて

相互関係に着目し、自ら教科書を深く読み取ることで、「問い」

が生まれていることがわかります。（※県教委が示す「ICT機器授

業活用【STAGE3】」の原点は、児童がもつ「問い」にあります。

参照：教科等におけるICT活用事例集 STAGE3編 第二版 P6 ）

このような学び方の本質は、紙の教科書でもデジタル教科書でも変わりはないと考えます。

https://leadingdxschool.mext.go.jp/achieve/video/
https://youtu.be/pViI2L5ysFc?si=Gc-azVc0_mQGHqX_
https://youtu.be/tskR-0nEbyw?si=dhVGEl1X0a3Nvqvh
https://youtu.be/Cf4owZhqm5Y?si=HmHRH9RVnGik6dQm
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/772350_7167385_misc.pdf#page=8

